
カントリーパーク新浜

（特非）　スノーパーク小出

カントリーパーク新浜の環境学習、ESDに
よる地域包括型の自然保全と復興推進

多世代で里山を守ろう！
～体験から関わる身近な自然保護の環境づくり～

 宮城県仙台市

 新潟県

活動地域

活動地域

田んぼビオトープの
整備面積 0.4 ha
環境調査・ESD
プログラム開発 6 件

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 40 ％

植物に触れる
ワークショップの実施 3 回

植物調査の実施 5 回

今年度計画の達成度 60 ％

目標達成度 70 ％

実 践

つづける助成

1年目

知識の提供・普及啓発

つづける助成

1年目

活動内容と成果
当団体の田んぼビオトープにタイマー式井戸やパイ
プの送水網を整備することで、津波で被災したミナ
ミメダカ等の希少動植物の保全や農薬不使用の伝統
的稲作を推進した。また、隣接する貞山運河や丁沈釜
湿地の生態系を継続的、科学的にモニターするため
の初年度調査を行った。さらに、当団体に生息する稀
少生物を教材として、環境保全やまちづくりの担い
手を育成するためのESDプログラムを開発した。ま
た近隣の諸団体の視察や連携関係の構築も推進し、
将来にわたって発展的に活動するための基盤を整え
た。

活動内容と成果
若い世代の方を対象に身近な植物をテーマにした
ワークショップを実施した。身近な野草を使った草
木染め体験やキャンドル作り体験などを企画し、図
鑑で対象植物を調べる作業も取り入れ、身近な植物
の名前を調べるきっかけを作りながら活動を行っ
た。
活動を通じて、幅広い世代、その中でも特に若い世代
の方が、様々な視点から身近な自然を改めてじっく
りと見つめる時間を持ち、新しい発見や気づきを持
つきっかけを作ることができたと考えている。

課　題
東日本大震災の津波の影響を受けた仙台市沿岸域新浜
地区では自然環境や希少動植物、生活文化の衰退が起
こり、かつて見られた自然と共生する人々の暮らしも失
われつつある。

目　標
当団体では関連団体と協働で新浜周辺の自然環境の保
全や新たなESDプログラムの開発に取り組み、当地の
自然環境の復興、まちづくり、賑わいの創出を目指して
いる。

課　題
現在は高齢者の愛好家がボランティアで保全活動を
行うエリアで、豊かな自然が身近にありながら、保全
活動に関心が薄いという現状にある。若い世代の地
域の自然への意識を変える。

目　標
次世代を担う方々がワークショップや調査活動など
に参加し、地域の自然の多様性を知ることで関心を
高め、身近な自然を見る目や意識を変えること。

〒984-0003 
宮城県仙台市若林六丁の目北町
3-53
電話：022-762-6563
E-mail：countrypark.shinhama2021@gmail.com
HP：http://arhmctryprk.starfree.jp/

〒946-0043 
新潟県魚沼市青島1609
電話：025-792-5320
E-mail：info@sp-koide.org
HP：www.sp-koide.org

田んぼビオトープのメダカを観察する大学生田んぼビオトープのメダカを観察する大学生

駆除した外来種を活用してのワークショップ駆除した外来種を活用してのワークショップ

地域の子どもと田んぼビオトープ地域の子どもと田んぼビオトープ
の生き物観察の生き物観察

野草を使った植物標本風野草を使った植物標本風
ジェルキャンドルジェルキャンドル

新浜地区の自然・文化の保全と復興の推進を図るために、仙台湾岸や河川流域に視
野を広げ、活動内容を充実させながら、さらに多様な団体・市民とのネットワーク
を構築する。

活動を通じて得られた自然に関するデータをいかし、地域の方々が関心を持ち続
けられるような取組みを継続して行っていくことや、関わった方々を中心に、課題
解決に取り組める環境を作っていきたい。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス流行の影響のた
め、開発したESDプログラムの実践
の機会を十分に確保することができ
なかった。

■工夫した点
田んぼビオトープの整備に注力しつ
つ、周辺の生態系の科学的調査、
ESDプログラムの開発を行うなど、
次年度以降への準備を進めた。

■苦労した点
屋外での活動のため、当日の天候判
断や、雨天時の対応、夏場の活動時
間の設定等に苦労した。

■工夫した点
参加者が植物をじっくり観察する時
間や、図鑑を使う時間を活動の中に
取り入れるよう、工夫して企画した。
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